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	応用
	抗原情報
	背景
	カリウムカルシウム活性化チャネルサブファミリーNメンバー4（KCNN4）ホモサピエンス この遺伝子によってコードされるタンパク質は、細胞内カルシウムによって活性化される、潜在的にヘテロ四量体の電位非依存性カリウムチャネルの一部です。活性化の後に膜過分極が起こり、カルシウム流入が促進されます。コードされているタンパク質は、Tリンパ球における主要なカルシウム活性化カリウムチャネルの一部である可能性があります。この遺伝子は他のKCNNファミリーカリウムチャネル遺伝子と類似していますが、新しいサブファミリーの一部と見なされる可能性があるほど十分に異なります。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：細胞内カルシウムによって活性化される電位非依存性カリウムチャネルを形成します。活性化の後に膜過分極が起こり、カルシウム流入が促進されます。このチャネルはクロトリマゾールおよびカリブドトキシンによって阻害されるが、アパミンには感受性がない。,誘導：T細胞において、ホルボールミリスチン酸アセテート（PMA）およびフィトヘマグルチニン（PHA）によってアップレギュレーションされる。,類似性：カリウムチャネルKCNNファミリーに属する。,サブユニット：カリウムチャネルタンパク質のヘテロ四量体（おそらく）。MTMR6と相互作用する。,組織特異性：非興奮性組織で広く発現する。,
	研究分野
	-
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	KCNN4抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

